
平成31年3月11日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
学校関係者記入欄

コメント

◆教育目標　考える子　思いやる子　元気な子　やりぬく子
　★目指す学校像「子どもたちの笑顔や意欲があふれ、また来たいと思える楽しい学校」　子どもたち一人一人を大切にした教育　子どもたちが意欲的に取り組む授業　地域・保護者との連携を深め、交流する学校　全教職員が力を結集して総合力を発揮する学校
　★特色ある教育活動　・国際理解教育　・校内研究「外国語に親しみ、進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～
　　　　　　　　　　　　　　　・オリンピックパラリンピック教育　・学期ごとの学校公開　・放課後算数クラブ　・土曜補修教室　・読書タイム　・完全ノーチャイム　・３０分間の休み時間　・地域班活動　・洗小江戸しぐさ　・夏休みのわくわくスクール
　　　　　　　　　　　　　　　・学校支援地域本部（スクールサポート洗足池）　・スクールバンドの活躍

大項目 目標 取組内容 目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学
力
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

１２月に実施する保護
者アンケートで、「学習
したことを理解してい
る」項目の肯定的回答
の割合

４：
９５％以
上
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２：
７５％以
上

授業改善推進プランを、授業に生かす。
１：
７５％以
下

主体的・対話的で深い学びにつながる授
業づくりを工夫する。

・外国語活動は近くに東工大があり、国際色豊かな環境に
恵まれていることを活用して授業の改善を図ると共に、洗小
の特色を保ってほしい。
・肯定的評価が昨年度より下がっていることが不思議。外国
語活動もすばらしい取り組み方で、子どもたちも生き生き活
動できている様子だし、少人数指導の算数の様子もそれぞ
れに合った指導で楽しく学んでいた。残念だが気にしないで
お願いします。
・昨年の研究発表会や授業参観などからも外国語活動に力
を入れていると感じた。引き続き児童の学力向上に取り組
まれることを期待しております。
・学校が英語教育に力を入れていることがよくあらわれてい
たと思う。文部科学副大臣の訪問につながったのは大きな
成果だと思う。
・学力向上のための指導方法、授業のすすめ方など工夫が
感じられる。公開授業で見せて頂いた時、とても楽しそうに
意欲的に学習に取り組んでいると感じた。
・外国語活動のみならず各授業において前向きに取り組む
姿が見られた。教員はそれぞれに持ち味を生かして、指導
の工夫をしているように受けとれた。学習をあきらめている
ような児童は目につかなかった。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。 ３：

８５％以
上

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

・外国語活動の研究を進め、授業改善を図ってきたこと
は大きな成果である。今後も改善を図り、外国語活動を
本校の特色としたい。
・算数科では少人数指導、及び補習等で個に応じた指導
を進めている。ステップ学習チェックシートは、児童には
各単元の確かめプリントの後に見せ、チャレンジまたは
フォローアッププリントに取り組ませる。保護者には学期
に1回個人面談において成果や課題を確認し、共通理解
を図った。
・「学習したことを理解している」の肯定的評価は昨年度
よりも下がってしまった。どの学年も学力の二極化が見
られ、習熟度の低い児童についての割合と保護者アン
ケートの割合はほぼ一致する。習熟度の低い児童の学
力を上げていくことが課題である。また、授業改善プラン
を「授業に活かす」に対して「おおむねできた」と全教員
が答えたものの、若手が多いこともあり今後もOJT研修
などで授業力を高めていく必要がある。

・小中一貫の「生活のきまり」を確認し、保護者とも連携し
て、振り返りを行うことできまりやルールを守ろうとする意
識を高めるようにした。
・道徳での授業観察、道徳授業地区公開講座などを通し
て、道徳授業の改善を図ってきた。来年度は、小中一貫
教育においても道徳教育を推進する。
・学習生活アンケート等も活用し、児童の課題把握、組
織的に早期対応を図った。
・登校渋りの児童に対して早期発見、教職員全員で対策
に取り組み解決を図り、昨年度よりも不登校児童数が
減った。しかし、1月のアンケート「毎日学校で生活するこ
とが楽しい」の1月の結果は92％を達成できなかった。一
人ひとりの資質や能力の発見に努め、それを引き出す楽
しい授業を工夫したり、生活指導を充実させていじめや
不登校を防いだりして、「また来たいと思える楽しい学
校」を目指す。

・「豊かな心を育む」には道徳教育はもちろん重要なことだ
が、各家庭と日頃の学校生活の様子について連携を図り、
健全な心、豊かな人間性をより高められるよう、今行われて
いる指導を続けてお願いします。
・各々の個性がありつつ、きちんときまりを守っていてお友
達とも仲良く登下校していると思う。挨拶も声を出せなくても
目や表情でできる子も増えている。とても良いと思う。
・挨拶をはじめとした「生活のきまり」をしっかりと意識した指
導をされていると思う。
・今年度から道徳が教科化され、学校公開でよく保護者に
説明ができていたと思う。
・日々の学習、学力の向上だけでなく、豊かな心、自己肯定
感に視点をおいた取り組みはとてもすばらしいと思う。登校
渋り、いじめについては早期発見が必要だと思う。子どもの
変化、ＳＯＳを見逃さないよう実態把握に努められているこ
とも、忙しい中、すばらしい取り組みであり、大切なことだと
思う。
・おだやかに学校生活を送っているように見受けられた。児
童同士のかかわりあいも思いやりの心が感じられる場面に
出くわし、育ってきていることがわかった。ただし、挨拶につ
いては、大きな課題があると感じている。

３：
８０％以
上

豊
か
な
心
を
育
む

子ども一人ひ
とりの健全な
自己肯定感・
自己決定力
を高め、未来
への希望に
満ちた豊かな
人間性を育
みます。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

１１月に実施する児童
の学習・生活アンケー
トで「毎日学校で生活
することが楽しい」項目
の肯定的回答の割合

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

２：
７０％以
上

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

１：
７０％未
満

４：
９２％以
上
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子どもたち一人一人が誰にでも明るく、元
気に挨拶ができるよう指導を工夫する。

体
力
向
上

子ども一人ひ
とりの身体活
動量を増加さ
せて意欲や
気力の元とな
る総合的な
体力を育み
ます。

新体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育指
導や「一校一取組」運動や「一学級一実
践」運動を実践する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

持久力の向上を目指し、年間を通じて持
久力タイムや長縄タイムなどを継続する。

・体力向上は学力向上にも繋がると思う。先生方の体育の
指導力の向上を図られたこと、目に見えない先生方の努力
に頭が下がる思いです。
・マラソン大会は楽しみにしている。スポーツまつりもとても
楽しい。もっともっと頑張ってくれると期待しています。
・体力向上に合わせて「食育」をさらに取り組まれることを期
待しております。
・寒くても元気に校庭で遊ぶ子供達が印象的だった。来年
度の大田区駅伝大会では順位を上げたいですね！
・学力だけでなく体力向上に向け、様々な活動を取り入れて
いてすばらしいと思う。
・楽しく体を動かしている様子をたびたび見てきた。休み時
間もそれぞれにかかわりあって運動していた。数々の教育
活動により、運動する意欲が高まっていると感じられる。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

３：
８０％以
上

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

２：
７０％以
上

１２月に実施する保護
者アンケートで、「体力
の向上と危険防止の方
法を身に付けさせてい
る」項目の肯定的回答
の割合

４：
９３％以
上
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・持久力の向上を目指し、年間を通じて持久走タイムや
長縄タイムを継続し（一校一取組・一学級一実践）走るこ
とへの意欲を高め、総合的な体力の向上を図った。
・「体育・健康教育授業地区公開講座」では、講師を招い
て持久走の指導や講演を実施し、保護者、地域との連携
を図ることができた。それ以外にも外部講師を迎えての
授業や講座を年に3回実施し、児童の体力向上を図ると
ともに、教員の体育の指導力の向上を図った。
・低学年の体育において、体育指導補助員を入れ、運動
の楽しさを味わわせ、運動への関心・意欲を高めるよう
にした。

１：
７０％未
満

・大変にきめ細かい配慮されていて、環境としてはとても良
いと思う。先生方もとても積極的な感じがする。
・タブレットやＩＣＴを積極的に活用されている印象をもった。
今後もこうした機器を工夫活用され、児童の習熟度向上に
つなげていただきたい。
・この点については私からは見えにくい点だが、みなさん教
育に真摯にとりくんでいただいていると感じている。
・初めて小学校の研究発表に参加させて頂いた。外国語活
動を通して、児童の考える力、工夫する力、応答的対話の
力が身についていることを感じた。
・研修場面は見ていないが、研究発表会の様子をとってみ
ても、それが生かされていると感じることができた。児童がＩ
ＣＴを活用する授業も見ることができ、効果的に計画が立て
られ、実践につながっていることがうかがえた。

教
育
環
境
向
上

教員の指導
力向上、施設
の整備や講
師・支援員の
配置などの
学校サポート
体制の充実
に取り組み、
学習環境の
向上を図りま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

学校公開日の保護者
アンケートで「分かりや
すい授業をしている」
「活動が充実している」
の２項目のＡ評価

４：
６０％以
上

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

２：
５０％以
上

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。 １：

５０％未
満

経験年数・職層の異なる教員のペアを組
み、メンターシップ研修を行うことで、メン
ティーは学習指導力を、メンターは指導・
助言の能力を高める。

4

・平成26年度から国際理解教育を推進し5年目の今年度
は、「外国語に親しみ、進んでコミュニケーションを図ろう
とする児童の育成」を研究主題に外国語活動での研究
発表を実施することができた。
・職層・経験の異なるペアで行うメンターシップ研修を実
施し、授業力の向上を図っている。今後も方法を改善し
ながら継続する。
・スキルアップ研修会（学習指導や校務の遂行に必要な
知識の伝達を若手教員に行う研修／月1回）を開催し、
継続する。
・他校の研究発表、指導教諭の模範授業等に全教員が
参加（年間１回以上）し、学んだことについて報告を行っ
た。
・タブレットやＩＣＴ機器、その他のメディアを活用して、目
的に合わせた情報の収集・整理ができるとともに、それら
を生活に役立てていくことができるように指導する。
・学校公開での保護者アンケートのA評価が1，2学期共
に60％を超えた。1学期より2学期の評価が下がってし
まったのは残念だったが、この成果指標にして3年以上
たつが、Ａ評価だけで60％を超えたのは初めてのことで
ある。

・学校だより、保健・給食などの便りを毎月1回発行し、
ホームページにも挙げた。HPが改善されたので、教育活
動についてホームページに公開し、積極的に情報を発信
していきたい。
・SSS（学校支援本部）のコーディネートにより、読み聞か
せや外国語活動への授業支援などのボランティアが学
校教育を支えてくれた。今後も地域人材を活用した授業
を推進し、教育活動を一層充実させる。
・東京工業大学との交流を1年に５回行い、子どもたちの
外国語活動の活用、発信の場となった。今後も、発展、
継続させる。
・「伝統・文化教室」の様々な取組も今後も継続していき
たい。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

３：
５５％以
上

・学校、家庭、地域がホームページを通じての情報により教
育活動がより充実されることは、すばらしいと思う。地域の
一員として今後どのようにかかわっていけばよいか課題とな
りそうだ。
・この活動をずっと維持していただきたい。
・引き続き家庭や地域と連携した学校運営をよろしくお願い
いたします。
・よくできていると感じる。特に東工大との連携ではうまく本
校の英語教育と連携できていると感じた。
・地域力の活用、地域の方々との連携はとても大切だと感じ
ている。地域に根ざしていることを実感している。
・学校だより、ＨＰ等により、教育活動の情報を提供するとと
もに、地域の資源を効果的にするよう努力してほしい。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

３：
９０％

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上

学校・家庭・
地域の果た
すべき役割
や責任を明ら
かにするとと
もに相互の
連携を深め、
地域とともに
子どもを育て
る仕組みをつ
くります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

１２月に実施する保護
者アンケートで、項目
「教育活動に地域の力
を生かしている」の肯
定的回答の割合

４：
９５％以
上

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

東京工業大学・地域と連携した教育活動
を充実させる。

１：
７０％以
上

4
２：
８０％以
上

平成３０年度　大田区立洗足池小学校　自己評価　報告書

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。


